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（一→ひ(秒),“)） (1)や言）>o

2次形式の正値性(No2)

・正値性について(-)C)華恥|:)*'に注意。
｡ｲｲﾄ＞。

:で ‘ず〆さらに

vγ vン →f="=0→x=y=0

N.B.A,B≧0のとぎ、“=｡, (…(1'≦P(i)
◎

O

A+B=0-A=B=0

(1'=P(:)
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↓
○一

一

ZnI寸年1 1月:､耐TTF ｜ I／］冊展瀬旧垂 nLEF争秤I | z次の実対称行列の対角化

2次形式の正値性(No3)

・正値性をAの係数で判定する

α,f>0-">0,det(A)="6-c2>0

α,6<0-"<0,det(A)=αb－c2>0

． （注意)"+6=fr+βとαβ＝α6-c2
。 （注意）α,β＞0今α＋β＞0，噸＞0

。 （正値性） （＝）

α6-c2=of>0→α6>0

α＋ルーα＋β＞0→α＋6＞0→α,6>0
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2次形式の正値性(No4)
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